
 
自
治
功
労
者
追
彰

　
1
月
15
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
故
笠

原
政
司
さ
ん
（
箱
根
）
の
生
前
の
功

績
に
対
し
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く

自
治
功
労
者
と
し
て
追
彰
し
ま
し
た
。

　
笠
原
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
、

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
奉

仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
従
業
員
39
人

を
表
彰

　
２
月
９
日
、
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ

ー
で
商
工
従
業
員
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
事
業
所
の
発
展
に

貢
献
し
、
ま
た
職
場
の
模
範
と
な
る

優
良
従
業
員
と
、
永
年
に
わ
た
り
勤

務
し
、
町
の
産
業
振
興
と
各
事
業
所

の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た
勤
続
２０

年
以
上
の
従
業
員
の
方
を
永
年
勤
続

者
と
し
て
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
優
良
従
業
員
２
人
、
永
年

勤
続
者
37
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
優
良
従
業
員
】

◎
柳
原
元
男
（
㈱
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
箱
根

　
山
荘
）

◎
安
藤
佐
智
代
（
箱
根
湯
本
温
泉
旅

　
館
組
合
）

【
永
年
勤
続
者
30
年
以
上
】

◎
東
山
エ
ミ　
他
15
人

【
永
年
勤
続
者
20
年
以
上
】

◎
柴
田
安
彦　
他
２０
人

神
奈
川
県
青
少
年

育
成
功
労
者
表
彰

　
２
月
19
日
、
神
奈
川
県
立
青
少
年

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
髙
畠
和
之
さ

ん
（
宮
城
野
）
が
、
永
年
に
わ
た
り

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
神
奈
川
県
知

事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
協
力
店 

新
た
に
２
店
舗
を
認
定
！

　
1２
月
16
日
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
協

力
店
認
定
式
を
開
催
し
、
新
た
に
箱

根
地
域
第
２
号
店
、
温
泉
地
域
第
１

号
店
の
認
定
を
し
ま
し
た
。
町
内
で

は
、
本
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
２２
年

1０
月
か
ら
通
算
で
４
店
舗
・
５
店
舗

目
の
認
定
で
す
。

◎
箱
根
地
域
第
２
号
店

　
【
茶
屋
本
陣
畔
屋
（
ち
ゃ
や
ほ
ん

　
じ
ん
ほ
と
り
や
）
】

代
表
者　
渡
辺 

浩
司

店
舗
の
種
類　
商
業
施
設

紹
　
介　
芦
ノ
湖
の
箱
根
町
港
に
ほ

ど
近
い
、
飲
食
と
土
産
物
を
販
売
す

る
店
舗
で
す
。
外
観
や
看
板
に
つ
い

て
は
、
箱
根
関
所
周
辺
で
も
あ
り
街

並
み
に
な
じ
む
和
風
の
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
芦
ノ
湖
側
に
設
置

さ
れ
た
庭
園
も
魅
力
的
で
す
。

◎
温
泉
地
域
第
１
号
店

　
【
大
和
屋
商
店
（
や
ま
と
や
し
ょ

　
う
て
ん
）
】

代
表
者　
髙
瀬 
満
里
子

店
舗
の
種
類　
骨
董
品
販
売
店

紹
　
介　
宮
ノ
下
に
位
置
す
る
、
骨

董
品
等
を
販
売
す
る
店
舗
で
す
。
白

塗
壁
に
瓦
葺
を
組
み
合
わ
せ
た
伝
統

的
な
建
築
様
式
で
あ
る
「
蔵
」
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
作
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
と
な
る
道
路
か
ら
は

室
外
機
が
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、
背
後
に
見
え
る
自
然
と
の
調
和

を
重
ん
じ
る
店
主
な
ら
で
は
の
心
遣

い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
協
力
店
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
広

報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
景
観
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
な
ど
で
詳
し

く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

照
会
先　
都
市
整
備
課

☎
８
５
―
９
５
６
６

学
校
等
施
設
夜
間
開
放

利
用
打
合
わ
せ
会
の
開
催

　
平
成
２9
年
度
の
学
校
・
地
域
ス
ポ

ー
ツ
施
設(

旧
学
校
施
設)

の
体
育
館

定
期
利
用
お
よ
び
4
月
分
の
夜
間
照

明
運
動
場
の
利
用
調
整
に
係
る
打
ち

合
わ
せ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
利
用
し
て
い
る
団
体
や
、
4

月
以
降
の
利
用
を
考
え
て
い
る
団
体

は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
3
月
２
日
㈭
19
時

場
　
所　
郷
土
資
料
館　
学
習
室

登
録
要
件　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
、
1０
人
以
上
の
団
体

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
８
５
―
７
６
０
１

民
生
委
員
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
の
紹
介

　
3
月
1
日
現
在
、
町
に
は
4０
人
の

民
生
委
員
児
童
委
員
と
3
人
の
主
任

児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
区
内

で
暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
方
や
、
生

活
上
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
方
の
世
話
や
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

調
査
な
ど
の
仕
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
い
じ

め
や
虐
待
な
ど
の
児
童
問
題
に
関
す

る
相
談
援
助
活
動
や
、
学
校
お
よ
び

児
童
相
談
所
な
ど
と
の
連
絡
や
調
整

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
２
月
1
日
付
け
で
宮
城
野

さ
く
ら
２
組
地
区
担
当
の
民
生
委
員

児
童
委
員
に
湯
川
幸
子
さ
ん
、
川
向
・

大
涌
谷
下
湯
地
区
担
当
に
伊
東
元
子

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

照
会
先　
健
康
福
祉
課

☎
８
５
―
７
７
９
０

故 笠原政司さん

４
月
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
と

マ
マ
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
ま
す
！

は
こ
ね
っ
こ
手
帳

　
　
　
（
電
子
母
子
手
帳
）

　
「
は
こ
ね
っ
こ
手
帳
」
は
、
神
奈

川
県
が
整
備
し
て
い
る
母
子
健
康
管

理
の
ア
プ
リ
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
、
町
の
子
育
て
情
報
の
確

認
が
手
軽
に
で
き
ま
す
。

　
面
倒
で
忘
れ
が
ち
な
予
防
接
種
の

管
理
や
お
子
さ
ん
の
身
長
、
体
重
を

入
力
す
る
と
自
動
的
に
発
育
グ
ラ
フ

が
作
成
さ
れ
る
な
ど
便
利
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。
パ
パ
と
マ
マ
で
お
子
さ

ん
の
様
子
や
イ
ベ
ン
ト
を
共
有
す
れ

ば
、
日
記
感
覚
で
思
い
出
を
残
せ
ま

す
。
ま
た
、
離
れ
て
住
む
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
成
長
の

お
知
ら
せ
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
は
こ
ね
っ
こ
手
帳
」
は
、
従
来

の
母
子
健
康
手
帳
に
代
わ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

産
後
ケ
ア
事
業（
産
後
ケ
ア

専
門
家
ド
ゥ
ー
ラ
派
遣
は
県
内
初
）

　
産
後
は
、
女
性
の
‘
こ
こ
ろ
’
と

‘
か
ら
だ
’
が
大
き
く
変
化
す
る
時

期
で
す
。
そ
の
時
期
に
家
族
な
ど
の

援
助
が
受
け
ら
れ
ず
に
子
育
て
を
し

て
い
る
マ
マ
へ
の
支
援
で
す
。

　
産
後
の
過
ご
し
方
や
、
赤
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を

も
っ
た
「
ケ
ア
専
門
家
」
が
訪
問
し
、

家
事
や
赤
ち
ゃ
ん
、
き
ょ
う
だ
い
の

お
世
話
、
育
児
相
談
な
ど
の
援
助
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　
出
産
後
１
年
未
満
の
産
婦

利
用
時
間
等　
１
回
２
時
間
、
５
回

ま
で

利
用
料　
６
，
０
０
０
円
（
利
用
料

の
1
/
２
、
３
，
０
０
０
円
と
ケ
ア

専
門
家
の
交
通
費
分
を
町
が
補
助
し

ま
す
）

※
事
前
に
利
用
申
請
が
必
要
で
す
。

照
会
先　
子
育
て
支
援
課

☎
８
５
―
９
５
９
５

道
路
の
除
雪
作
業
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を

　

1２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
、

「
凍
・
雪
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

主
要
路
線
の
凍
・
雪
害
対
策
に
万
全

を
期
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
迅
速

な
通
行
確
保
の
た
め
、
交
通
量
の
少

な
い
時
間
帯
（
深
夜
）
に
よ
る
作
業

に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
凍
・
雪
害
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
【
緊
急
・
防
災
・
消
防
】
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

◎
間
口
の
雪
処
理
は
各
家
庭
で

　
か
き
寄
せ
ら
れ
た
雪
が
間
口
を
ふ

　
さ
い
で
し
ま
っ
た
場
合
、
間
口
の

　
雪
は
各
家
庭
や
近
所
の
皆
さ
ん
で

　
協
力
し
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
自
己
敷
地
内
へ
の
堆
積
を

　
敷
地
内
の
雪
は
道
路
に
出
さ
ず
、

　
敷
地
内
に
堆
積
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
路
上
駐
車
は
し
な
い

　
路
上
駐
車
は
、
作
業
や
緊
急
車
両

　
通
行
の
支
障
に
な
り
ま
す
。
事
故

　
や
立
ち
往
生
を
防
ぐ
た
め
、
冬
季

　
期
間
中
は
す
べ
り
止
め
対
策
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◎
作
業
車
に
は
近
寄
ら
な
い

　
氷
の
塊
が
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
大

　
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
作
業
員
に

　
声
を
か
け
る
こ
と
も
絶
対
に
や
め

　
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
都
市
整
備
課
道
路
管
理
係

☎
８
５
―
８
６
０
０

あ
な
た
の
住
ま
い
、

地
震
対
策
は
大
丈
夫
？

　
近
年
、
日
本
各
地
で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
は
熊

本
地
震
が
起
こ
り
、
古
い
木
造
住
宅

が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
町

で
も
、
東
海
地
震
・
神
奈
川
県
西
部

地
震
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
大
地
震
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る

の
か
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
震

に
備
え
、
住
宅
の
耐
震
対
策
を
講
じ

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

【
耐
震
基
準
の
移
り
変
わ
り
】

　
耐
震
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
建

築
基
準
法
は
、
昭
和
２5
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
当
時
の
耐
震
の
基

準
は
、
「
震
度
５
程
度
の
揺
れ
で
も

建
物
が
倒
壊
し
な
い
。
ま
た
、
一
部

破
損
が
あ
っ
て
も
、
補
修
に
よ
り
居

住
で
き
る
構
造
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
制
定
以
降
、
震
度
５
以
上
の

の
大
規
模
地
震
が
多
数
発
生
し
、
建

物
の
倒
壊
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
背
景
に
よ
り
、
昭
和
56
年
６
月

に
新
た
な
基
準
に
改
正
さ
れ
、
こ
の

改
正
以
前
の
基
準
を
「
旧
耐
震
基

準
」
、
改
正
以
降
を
「
新
耐
震
基
準
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

【
ま
ず
は
、
耐
震
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
！
】

　
耐
震
診
断
と
は
、
大
規
模
な
地
震

に
対
す
る
建
物
の
安
全
性
を
評
価
す

る
も
の
で
す
。
「
評
点
」
と
い
う
数

値
で
判
断
し
、
一
定
の
評
点
に
達
し

な
い
建
物
に
つ
い
て
は
、
耐
震
改
修

に
よ
る
補
強
が
必
要
な
建
物
と
評
価

さ
れ
ま
す
。
旧
耐
震
基
準
以
前
に
建

て
ら
れ
た
建
物
は
、
当
時
と
基
準
が

大
き
く
異
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

耐
震
診
断
を
受
け
て
、
建
物
の
状
況

を
知
っ
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

【
無
料
耐
震
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
】

　
町
で
は
、
簡
易
的
な
無
料
耐
震
診

断
相
談
会
を
年
４
回
程
度
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
に

対
し
て
、
耐
震
診
断
費
や
改
修
費
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
都

市
整
備
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
開
催
日
時　
3
月
２3
日
㈭
13
時

3０
分
～
15
時
００
分　
※
1
回
の
相
談

時
間
は
5０
分
程
度
で
す
。

場
　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー　
２

階
会
議
室
（
小
涌
谷
５
２
０
）

対
象
の
住
宅　
住
民
自
ら
所
有
か
つ

居
住
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
木

造
住
宅

○
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
２

　
階
建
て
以
下
の
専
用
住
宅
ま
た
は

　
併
用
住
宅

○
枠
組
壁
工
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

　
工
法
）
ま
た
は
プ
レ
ハ
ブ
工
法
で

　
な
い
も
の

持
ち
物　
建
築
年
や
建
物
の
概
要
が

分
か
る
も
の
。
（
建
築
確
認
通
知
書
、

平
面
図
や
間
取
図
、
写
真
な
ど
）

※
図
面
等
が
な
い
場
合
で
も
診
断
は

可
能
で
す
。

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
大
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守

る
の
は
、
自
分
自
身
の
行
動
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
よ
り
安
全
に
過
ご
す
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
、
耐
震
相
談
会

な
ど
で
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

照
会
先　
都
市
整
備
課

☎
８
５
―
９
５
６
６

町
長
と
の
記
念
撮
影
（
写
真
左
：
茶
屋
本
陣

畔
屋
　
井
上
氏
　
写
真
右
：
大
和
屋
商
店
　

髙
瀬
氏
）
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